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＜概要＞
昨年、この研修会の場で、「次世代自動車の最新動向と充電インフラ補助金について」と

題して、お話させていただいた。今回は、充電インフラ整備補助に絞ったお話をしたい。
【次世代自動車振興センターについて】

まず、当センターの概要をご紹介する。財団法人日本自動車研究所の一部署「電動車両普
及センター」が2007年に独立し、その後、2009年に現在の「一般社団法人　次世代自動車振
興センター（NeV）」となった。

　　主たる業務は以下の三つである。

【充電インフラの概要について】
ここで、当センターの充電インフラ特設ページ（https://www.cev-pc.or.jp/lp_evphvchar

ge/）をご紹介する。充電インフラのことを基本的な内容からお知りになりたい方は、是非、
ご覧頂きたい。



内容としては、①EV・PHVと充電インフラの現状、②補助金について、③集合住宅への
設置④動画・事例を見る、⑤パンフレット・チラシとなっている。加えて、充電設備設置を
検討されている方々への充電サービス事業者に関する情報提供を行うことを目的として、充
電サービス事業者一覧表を掲載している。

【充電インフラ補助金事業（予算）について】
標記補助金については、まず、令和3年度補正予算における実績を振り返る。同補正予算

における「クリーンエネルギー自動車・インフラ導入促進補助金」の概要は下記の通りであ
る。その内、充電インフラ関連は予算額65億で、前年比5倍の規模となっていたところ、民
間事業者の高い投資意欲もあり、前倒しで申請受付を終了した。

そこで、政府としてもインフラの整備支援を継続・拡充していくべく、令和4年度補正予
算では、後記の通り「クリーンエネルギー自動車の普及促進に向けた充電・充てんインフラ
等導入促進補助金」の増額が行われており、「充電インフラ整備事業等」と「水素充てんイ
ンフラ整備事業」を合わせて、全体で200億円が計上されている。更に、令和5年度当初予算
案では、100億円が計上され、合計で300億円となった。これは、上記項目について令和3年
度補正予算に計上された額にV2H関連予算を加えたものと比較すると、約2倍弱の規模とな
った。



【充電インフラ補助金事業（申請関連）について】
令和4年度補正予算事業における充電インフラ補助の申請受付開始時期は、3月下旬頃を予

定しており、今後、当センターのHPに「補助金申請から補助金交付までの流れ」や「申請
の手引き」を公表するので、事業の内容、補助対象事業、補助対象経費および補助率等は、
同HPで確認願いたい。
又、下表の通り、令和3年度補正予算から、「商業施設を伴わない時間貸し駐車場」や「月

極駐車場」も補助対象になっているので、改めてご確認願いたい。



尚、令和3年度補正予算における補助金申請の実績については、現時点で、事業年度の途
中なので公表できる数字が無いが、傾向で申し上げれば、前年度比で何倍もの件数となって
いる。
令和4年度補正予算事業においても、民間事業者が、集合住宅や商業施設などにおいて、

普通充電器の整備を大幅に増やしていくと見込んでおり、申請件数の大幅増加が予想される
ので、充電インフラ補助申請は、早めの検討・申請をお勧めする。皆様には、補助金を活用
するなどして充電器整備を進めて頂けると有難い。
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